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　 　 　 　 the　middle　of　thc　Ie氏ureter.
一 部造影 され る内部不 均一 な直径4　cm大(4×3.5×
3.5cm)の腫瘤 を認め,左 腸腰筋 との境 界は不明瞭で
あった(Fig.2-A).腹部CT施 行約1カ 月後 のMRI
では,腫 瘤 は急激 な増大所 見(5×5×7cm)を呈 し,
同部位 に腎実質 に比べTl強 調画像 でhypo　intensity,
T2強 調画 像 で内部 が一部high　intensity,　Gd造 影 で
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　 　 　 　 the　tumor　apidly　increased　to　twice　that　in　Fig.1.
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Fig。3.　H&Estaining(A)showed　that　he　tumor　was　composed　of　spindle-shaped　cells　assuming　a
　 　 　 　 fascicular　p ttcrn.　Immunohistochemical　study(B)revcaled　smooth　muscle-specific　actin　as
　 　 　 　 strongly　positive(×400).　H&Estaining(C)showed　that　a urinary　tract　wall　is　replaced　by
neoplastic　cells(arrow　hcads)from　normal　epithclium(arrows),　and　the　tumor　infiltrates　urinary




瘍 は左腎下極に接 し,左尿管 を巻 き込 むように存在
し,下行結腸間膜および佐 腸腰筋へ浸潤 していた.腸
腰筋部での腫瘍の境界は不明瞭であった.以 上によ























また腫瘍摘 出部 に同様 の造影効果 を伴 う腫瘤 を認 めた
ため,腹 腔内再発お よび局所再発 と診断 した.集 学的










が出現 し,両肺の多発腫瘤 にも増大傾向が認め られ
た。 さらに,イ レウス症状 を呈 したため,2005年4月
30日,腹腔内再発腫瘍摘出術および外科的イレウス解
除術 を施行 した.腹腔内腫瘍は腸問膜および小腸 に浸


































　　　 　　 　　　 ヤ　　ぼ
＼ 　 　` !・.ノ/
　 ・岬 寧 痢　　・・ヒ鞠 噛蜘　　 　　ね ア
'㌧泳G＼
　　 　　 　　　 　　 、
　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
Fig.5.　Enhanced　computed　tomography　revealed　the　iliopsoas　mu cle　invasive　tumor(A)rapidly　enlarged

















広 く,男女比は4:15であ り,明 らかに女性優位で
あった.一般的に平滑筋肉腫は女性に多 く,このこと
や子宮筋腫の合併が多いことか ら平滑筋細胞のエス ト



















滑筋肉腫 に対す るCYVADIC療法 はCR　l　3%,　PR
45%とし,Pinedoら9)は20%の効果を得た としてい
る.高 野 らlo)はS状結腸間膜原発平滑筋 肉腫 に対 し
てCYVADIC療法を施行 し,65%の腫瘍縮小率 を認
めた と報告 している.軟 部肉腫に対 して松本 ら11)は
CYVADIC+carboplatin(CBDCA)交代療法 は有効
でかつ外来投与可能であるとしている.本症例では急
速 な増大傾向を示す再発 もしくは転移腫瘍 に対 して
CYVADIC療法を施行 し,2コース終了時点で約60%
以上の縮小傾向を認め,約2カ 月のPR期 間が得 られ
た.再 発性尿管原発平滑筋肉腫に対 して化学療法が施
行 され,近 接効果が得 られた報告は自験例のみであ
る.し か し,CYVADIC療法3コ ース後 には抵抗性
を認め,外科的切除後にも,後腹膜残存病巣の再増大


















期 に腹腔 内再発,遠 隔転移 を認めた急速進展例であ
り,再発確認時には予後の改善は見込めないと思われ
たが,術 後化学療法により再発腫瘍の著明な縮小 を得
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